
毛
深
束
思
想
に
お
け
る
「
群
衆
」

(す

U) 

中
関
品
な
討
い
は
じ
め
の
子
勺
、
「
火
点
s

」
や
「
汽
車
」
の
一
は
味
を
と
り
ち

が
え
た
り
、
「
川
駅
い
や
「
山
川
い
ぺ
送
婆
」
な
ど
を
日
本
文
字
の
そ
れ
と
鈴
交
し
て

笑
わ
れ
た
い
舵
椴
は
説
し
も
が
も
っ
て
い
よ
う
心
そ
う
い
う
一
同
速
い
は
文
字
面
の

み
在
日
比
て
山
中
川
州
市
川
川
古
川
γ

討
し
よ
う
と
ナ
る
忠
併
に
よ
る
も
の
だ
、
と
い
う
議
誌

は
さ
て
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
市
純

-
V
A般
的
な
こ
と
ば
は
、
す
ぐ
そ
れ
を
訂

正
で
き
る
し
、
ま
ど
ご
愛
焔
で
す
ま
さ
れ
る
ο

/
か
し
、
「
山
服
務
)
や
…
J
山
口
、
…
主
人
~
引
に
ち
に
け
本
訴
の

J
市
仕
H

や
げ
指

導
υ

に
詳
し
か
え
て
能
市
ソ
j

れ
り
、
と
い
う
一
郎
、
を
さ
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
首
を

か
し
げ
た
く
な
る
し
、
コ
…
川
堤
ハ
軟
禁
と
を
そ
の
ま
t

A

H

活
き
埋
め
υ

と
し
て

仰
々
し
く
市
引
き
た
て
た
、
と
な
る
と
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
く
な
る
。
殊

に
背
皐
思
想
閥
係
の
、
山
以
前
さ
を
民
求
さ
れ
る
こ
と
ば
の
掲
合
法
、
と
り
わ
け

そ
れ
ら
、
が
抽
象
的
な
も
の
で
よ
ち
る
た
め
に
、
治
誌
な
詳
出
を
す
る
こ
と
は
非
常

に
縦
し
い
。
屯
洋
京
思
想
も
、
川
一
時
以
山
り
不
完
〈
れ
さ
に
よ
っ
て
誤
解
を
生
じ
、
深

mUJbι
乎
ぶ
と
じ
っ
ド
ャ
話
、
小
ー
し
、
ζ
し
ま
包
っ
て
ゴ
ハ
U
O

d
f
〉

H

V
〈

L

J

i

J

/

(

;

:

)

:

i

a

つナヘ
dLrcω
勺
J

二
、
九
三
十
三
一
2
3

「
九
日
〉
土
山
ト
ボ
之
、

?
パ
仇
/
一
応

'
u
u
i
L
P
し

と

ご

い

U
Z
ち

;

イ
フー

/， 

ロ

ギ
i
的

誌

味

と

の

一

前

者

は

、

だ
か
ら
客
観
的
な
記
述
に
た
え
る
。
二
つ
の
、
こ
と
な
る
言
語
鰻
系
関
に
、

移
し
か
え
ら
れ
る
も
の
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
技
術
的
意
味
で
あ
る
。

(
中
時
〉
一
ァ
一
日
話
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
意
味
は
、
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
は
む
つ
か
し
い
。
そ
れ
誌
、
は
な
は
だ
主
観
的
で
あ
り
、
直
観
的
で
あ

る
、
い
わ
ゆ
る
記
述
の
方
訟
を
も
っ
て
し
て
は
、
客
観
化
し
に
く
い
。

中
間
一
誌
は
、
比
較
的
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
お
い
て
援
富
で
あ
る
。

だ
か
ら
綾
念
を
地
象
化
す
る
よ
り
も
、
個
別
化
し
、
具
鰻
化
す
る
。
そ
う

し
な
け
れ
ば
、
俸
建
は
多
J

紘
一
二
行
わ
れ
て
、
一
言
語
の
枇
一
曾
的
機
能
が
混
鈍

す
る
。
(
中
川
吋
)

そ
の
一
…
一
塁
仰
を
、
思
考
の
手
段
と
す
る
中
関
民
族
は
、
比
較
的
抽
象
概
念

の
操
咋
に
っ
た
な
い
。
だ
か
ら
、
鰻
系
的
で
あ
り
一
、
か
つ
観
念
論
的
な
哲

率
的
思
携
に
は
ふ
む
べ
き
で
あ
る
。
(
「
中
磁
文
事
の
翻
諜
と
中
間
一
語
教
育
一
」

工
藤
室
「
文
祭
一
一
九
六
七
・
一
一
一
ニ
八
一
氏
〉

こ
の
よ
う
に
、
中
間
刊
誌
去
、
本
来
、
技
指
川
町
は
よ
り
も
、
そ
の
一
一
一
一
同
誌
を
透
じ
て

し
か
}
意
味
を
直
裂
し
え
ム
な
い
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
富
で
あ
る
。
従
っ
て
、

中

閣

の

一

一

一

一

口

誌

に

よ

っ

て

、

能

の

こ

と

な

る

要

素

を

の
考
察

松

足

主主
ドゴ

弘

く51) 



も
っ
た
文
慨
に
、
移
し
か
え
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
不
可
能
な
こ
と
だ
、
と
さ

え
い
わ
れ
る
所
以
と
な
っ
て
い
る
。

ど
か
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
堕
ち
に
、
銃
器

の
作
業
は
不
安
で
あ
る
と
か
、
我
わ
れ
の
一
関
腕
で
治
化
し
た
中
闘
の
凱
午
前
の
内

科
J
M

仏
、
問
闘
の
人
び
と
に
還
元
し
て
い
く
義
務
、
が
治
減
し
て
し
ま
う
、
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
心
む
し
ろ
、
詳
山
上
の
不
備
を
見
越
し
て
、
更
に
そ
れ
を

補
充
し
て
い
く
作
業
を
併
せ
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、

そ
れ
は
山
泣
に
後
述
し
た
資
本
主
義
枇
舎
に
位
置
す
る
我
わ
れ
の
立
場
か
ら
、

卜

γ

ハ
ム
ー
な
山
わ
ず
ノ
、
あ
る
稔
の
こ
と
ば
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
必
袋
、
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
私
は
考
え
て
い
る
。

一
人
的
二
人
類
い
に
関
し
て

上
川
来
、
中
閣
の
思
想
は
、
人
間
に
刻
す
る
深
い
名
祭
の
'J
山
絡
で
あ
る
、
と
い

わ
れ
て
ぎ
た
。
私
も
そ
の
定
訟
に
呉
存
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
新
…
十
一
一

九
ア
ン
ス
を
戸
、
に
し
た
と
こ
ん
で
i

!と
い
う
の
は
、
年
代
的
に
も
ご
く
最
近

の
以
況
に
制
す
る
の
で
l

こ
の
ご
ら
、
中
間
同
肢
の
、
人
間
本
位
の
も
の
の

礼
刀
、
と
い
う
ポ
引
に
改
め
て
以
付
か
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

A
'
ス
メ
ド

レ
ー
の
円

1m闘
の
欣
ご
え
h

に
、
婦
人
記
者
が
二
人
の
?
小
紅
山
地
」
に
勉
強
を

救
え
み
く
、
た
り
が
あ
/
冗

「
そ
の
時
、
少
年
法
の
持
っ
て
い
た
、
ゲ
リ
ラ
隊
編
集
務
行

、、

ハ
中
川
町
〉
ま
ず
、
っ
人
間
い
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
じ
ま
り
、

勺
的
働
弘
引
い
1

戊
川
い
っ
兵
土
い
と
い
う
問
中
一
品
企
敬
え
・

e
J

、、
4

・L
I
U
l
L
ノ

品

目

1
1
2
i」

cij
工
通
、
ぃ
ν~
コーし一、

!U-
二
打
ι

J

j

J

f
」、

J
C
羽
h
f

〉

1
内
相

ワ
マ
d
i
b
-
3
1
7
r
ρ
g
J
O
似
i
ノ
[
て
し

yt
者
λ

ぴ
4

パ
汁

E

岱
第
一
…
ー
の
問
中
訴
は
、
コ
じ
主
席
ん
は
別
料
と
し
て
、
大
様
、

つ
づ
い
て

い
(
筑
摩
竹
内
汚

い
は
「
工
人
一
」
に
始
ま
り
、
つ
づ
い
て
「
農
民
」
「
米
」
「
一
泊
」
と
い
う
ぐ
あ
い

に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
一
日
人
間
μ

そ
し
て

μ
食
物
μ

円
一
衣
物
u

と
い
う

基
本
的
な
も
の
の
考
え
方
が
そ
の
ま
ふ
表
わ
れ
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。

H

さ
く

ら
さ
く
ら
H

J

」
ま
い
ぬ
さ
ん
、
は
い
H

式
と
は
根
本
的
に
異
質
で
あ
る
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
、
'
人
間
に
関
す
る
こ
と
ば
は
、
特
に
古
代
の
文
献
に
お
い
て
、
一
「
郷
・

大
夫
・
土
・
康
人
」
を
一
初
め
、
「
君
子
」
「
聖
人
」
な
ど
、
そ
の
日
肢
禽
的
位
置
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
か
な
り
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
う
い
う
立

場
の
人
間
が
そ
の
設
を
述
べ
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
か
な
り
重
要
な
問
題
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、
先
ず
「
人
ι
「
人
制
一
」
「
人
類
一
」
を
、
毛
細
伴
東
選
集

に
限
っ
て
姶
っ
て
み
て
、
主
と
し
て
諜
向
上
の
問
題
と
し
て
、
若
干
眺
め
て
み

ト

lrhノ
シ
}
川
γ

ヌソ。

細
か
な
問
題
に
は
い
る
前
一
に
、
一
言
結
論
め
い
た
こ
と
を
述
べ
る
と
、
毛
淳
一

束
は
、
こ
の
人
間
或
い
は
人
一
同
事
象
を
も
、
決
し
て
一
階
級
を
離
れ
た
も
の
と
し

て
は
見
て
い
な
い
。
人
間
一
殻
'
人
間
性
・
愛
と
い
う
も
の
、
そ
う
い
う
約
象

的
概
念
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
必
ず
一
定
階
級
の
人
間
や
そ
の
事
象
だ

と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
批
舎
が
人
間
に
輿
え
る
客
観
的
性
格
で
あ
り
、
こ
の
階

級
性
に
し
た
が
っ
て
人
は
磁
針
繍
採
に
置
か
れ
る
、
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。

「
誰
是
我
例
的
散
人
」
「
什
仏
是
人
氏
、
什
仏
是
散
人
」
と
い
う
稜
想
、
つ
ま

り
、
社
曾
、
が
技
・
友
'
散
の
斡
抗
隣
係
で
あ
る
と
い
う
み
か
た
、
そ
れ
が
彼
の

( 52 ) 

お
い
お
い
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
大
ま
か
に
「
人
」

よ
う
な
わ
く
の
中
で
捉
え
て
お
い
て
、
門
賞
時

頻
出
す
る
用
語
例
を
翠
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。



ま
ず
「
人
ん
の
方
に
は
、
吋
人
的
一
川
合
性
い
、
「
人
的
認
識
い
「
人
和
r
け
然
的
側

r
h
~
?
?
"、
庁

f
h
y

、三寸
¥
F
L
L
，r
Lぬ
旬
以
叫
，

M今
f
N
十
市
勺
在
八
¥
一
寸
ド
L

K
戸
支
、
¥
一
勺
汀
J

¥

明
つ
い
i

t
レ
し
二
泊
4
1
F
U
iノ
v
L
d
/ノ
イ
ル
l

似
ド
立
yrhA
イ手
i

L

一以川川
1
/
1

い一サベ
a
/

い
ず
'
i
ノ
し

7
ヤーノーい宇一
ι

人
・
外
人
」
下
々
が
あ
る
り
)
こ
れ
ら
に
到
す
る
日
本
語
諜
は
、

H

人
・
人
間
、

人
々
、
け
い
じ
れ
、
口
、
も
の
υ

な
い
乙
で
あ
る
。
同
じ
く
「
人
的
い
の
方
も
、
「
人

判
的
認
一
以
」
寸
人
附
注
刈
了
ん
叶
伎
作
人
例
的
い
(
叶
先
生

m
b
な
ど
で
、
諜
誌

は、

H

人
び
と
、
人
山
、
人
た
ち
、
人
υ

な
ど
で
あ
る
。
詳
訟
は
新
日
本
出
版

枇
本

(
A
〉
と
側
代
文
郎
本
(
日
)
と
を
点
沙
服
し
た
り

A
本
は
「
人
い
を
H

人

山
υ

、
勺
人
引
い
J

Y

H
人
び
と
川
で
ほ
い
二
設
し
て
詳
出
し
て
い
る
が
、

B
本

は
、
吋
人
い
も
勺
人
的
い
も
H

人
間
υ

で
あ
っ
た
り
「
人
三
い
で
あ
っ
た
り
交

錯

i
て
い
ァ
ハ
V
U

屯
洋
点
は
勺
人
ん
と
「
人
的
t

…
J
V
日
立
誠
的
に
臨
別
し
て
使
用
し

て
い
る
、
と
い
う
品
々
し
民
間
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
…
般
的

;
〉
亡
、
引
F

i

l

h

)

i

一ソ弘
I
F
A

、
守
、
仁

1
5
E
A
草
月
入
、
ま
こ
ま

H

¥

じ
仁
J

V

品川
μ
す
ご
均
ノ
i
l

之
、
仁
り
一
shaz
ノ

~
i
判
延

A
/
H
3
7
t
l
j

mH
と
認
ナ
の
、
が
安
合
で
は
な
い
だ
ん
う
か
。
勿
論
、
場
合
に
よ
っ
て
は
諜
出

し
な
い
こ
と
も
あ
り
川
げ
る

L
、
生
M
K感
じ
な
避
け
て
趨
冗
に
い
い
代
え
る
こ

と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
勝
子
な
詳
し
か
え
は
許
さ
れ
な
い
。
と
い

う
の
は
、
例
え
、
ば
、
「
仏
大
淀
浪
人
…
に
は
同
じ
く
「
共
産
議
員
」
と
い
う
一
一
一
日
間
い

方
も
あ
っ
て
、
…
作
に
げ
ん
八
庄
泣
い
川
υ

と
認
し
て
し
ま
う
と
、
共
姦
主
義
思
想

ル
決
定
主
義
者
と
し
て
の
ノ
μ
ぬ
そ
の
地
を
ふ
く
め
た
抽
象
概
念
と
し
て
の
「
共
産

、
、
、
、

常
人
ん
、
例
、
(
換
取
共
応
話
人
的
進
歩
的
問
手
思
想
」
、

q
…
民
封
木
本
主
義
レ
〉

と
、
文
字
ど
お
り
民
間
的
な
側
々
の
銃
剣
憾
の
一
員
を
さ
す
「
探
訪
〈
汁
例
、
「
我

、、

門
的
認
・
:
:
命
令
れ
己
的
LMM(
品
在
抗
日
鞍
手
的
日
以
前
線
、
:
:
:
(
「
5

愛
関
主

、
、
、

義
和
関
係
主
読
む
と
の
ち
が
い
、
が
な
ら
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

「
人
的
J

一
円
万
も
、
一
般
的
知
別
的
な
一
定
数
の
一
人
、
と
い
う
一
宮
味
を
J

む
つ
か
ら
、

原
則
と

L
て
H

人
び
と
υ

で
統
一
A
q
べ
き
で
あ
ろ
う
む
多
分
ミ
ス
だ
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
が
、
お
本
の
い
如
く
、
「
人
猿
ん
と
い
う
訴
を
も

H

人
間
υ

と
不
用

、、

!

Y

H
人
間
一
社
一
脅
の

一
}
質
段
論
い
〉
、
版
文
の
「
人
」
「
人
一
例
」
「
人
類
」
の
能
別
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
宅
洋
東
は
、
「
人
州
引
い
と
「
人
類
い
を
、
次
の
例
文
の
よ
う
に
巌
密
に

、

、

、

阪
別
し
て
用
い
て
い
る
。
コ
近
側
規
律
、
不
論
在
自
然
界
、
人
類
社
曾
和
人

、、間的
思
想
中
、
郡
山
い
ん
持
議
存
夜
的
。
」
ハ
「
閥
於
正
挽
露
恕
人
民
内
部
矛
盾
的
問

題い〉「
人
数
い
の
用
語
例
も
ミ
「
人
類
的
一
生
産
活
動
」
「
人
類
致
命
倒
的
い
「
人
類
歴

史
」
「
人
類
一
物
質
生
活
」
「
人
類
一
認
識
」
「
世
界
一
到
了
全
人
類
」
等
々
、
あ
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
が
、
要
す
る
に
、
一
般
的
態
史
的
な
、
他
の
動
物
と
の
箆
別
を

強
く
意
識
す
る
、
い
わ
ゆ
る
グ
ポ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
υ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
G

ぺ
思
想
等
等
是
主
較
的
東
閥
、
倣
或
行
動
是
主
親
見
之
子
客
制
倒
的
東
西
、

、

都
民
比
ハ
八
前
特
殊
的
能
動
性
。
ハ
中
略
〉
是
人
之
所
以
臨
別
子
物
的
特
熱
。
」
ハ
「
論

持
久
戦
」
〉
。
「
人
類
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
嬰
棄
を

包
括
し
た
「
人
い
(
人
間
)
と
い
う
厳
念
の
範
踏
の
中
で
、
特
に
他
の
動
物
と
の

底
別
一
と
い
う
側
部
と
、
超
藤
史
的
趨
民
族
的
な
本
能
的
な
人
間
一
と
い
う
側
簡
を

よ
り
明
確
に
具
え
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
の
見
る
限
り
で
は
、
こ
の

「
人
類
」
の
競
念
に
は
、
新
島
淳
良
氏
の
指
摘
す
る
、
「
中
関
一
訟
の
『
人
類
』

、
、
、
ミ
、
、
、

は
鱒
々
の
人
間
と
の
一
位
別
、
社
曾
的
な
階
級
的
な
人
間
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も

あ
た
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
よ

Q
毛
揮
東
の
哲
皐
」
傍
動
引
用
者
)
と
い
う
一
意

味
は
、
む
し
ろ
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
方
が
安
嘗
で
あ
る
と
思
う
。
現
代
敢
舎

を
構
成
す
る
人
間
及
び
そ
れ
に
類
す
る
こ
と
ば
ハ
特
に
宅
揮
東
思
想
に
お
け
る

そ
れ
)
は
、
必
ず
階
級
一
意
識
を
合
ん
で
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
の
が

私
の
こ
の
論
の
目
的
で
も
あ
る
が
、
人
間
一
一
般
を
豆
説
的
に
と
ら
え
た
中
で
の

こ
の
「
人
類
」
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
階
級
性
を
も
た
せ
な
い
方
が
、
よ
り
封
一

照

的

に

鶴

間

関

に

必

要

に

L
て
十
分
な
一
一
例
を
も
っ
て
そ
の
読
ま
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、
、
、
、
、
、
、
、

と
す
る
。
「
在
校
右
隅
級
的
一
位
ι
背
中
、
ん
均
十
人
以
就
舎
一
員
的
資
格
、
同
其
抱
一

、、電

社
合
成
ハ
U
〈
協
力
、
結
成
一
定
的
生
e

夜
間
開
係
、
従
事
生
産
活
動
、
以
解
決
人
類
物

資
生
活
山
泌
一
。
ハ
一
1
1

日
技
論
j

一
傍
間
引
川
者
)

人
民
」
概
念
に
つ
い
て

「
人
以
内
」
の
概
念
に
開
削
し
て
、
宅
洋
東
は
み
ず
か
ら
「
関
子
正
鴻
蕗
恋
人
民
内

部
矛
病
的
問
題
い
の
一
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
人
民
一
一
泊
A
i
概
怠
在

不
川
的
隣
家
和
各
似
閥
家
的
不
問
的
原
史
時
期
、
有
着
不
問
的
内
容
。
」
す
な

わ
ち
、
人
民
の
概
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
家
に
お
い
て
、

そ
の
内
待
攻
民
に
す
る
の
で
あ
る
と
。
そ
し
て
毛
浮
東
は
一
九
五
七
年
に
書
い

た
そ
の
文
の
中
で
、
吋
人
民
い
な
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
み
せ
る
。

つ
抗
日
掛
ん
に
お
い
て
は
人
民
と
は
、
「
一
切
抗
日
階
級
、
階
掛
川
和
批
曾
集
間
関
」

で
あ
り
、
「
日
本
一
併
問
主
義
、
視
好
、
親
日
一
指
」
が
人
民
の
一
徹
で
あ
っ
た
。
ま

た
ぺ
解
放
期
L

に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
問
主
義
、
そ
の
走
狗
、
官
僚
資
産

附
級
、
地
中
心
心
開
級
と
そ
の
代
表
、
関
民
地
…
反
動
一
点
が
人
民
の
散
で
あ
り
、
上
記

に
反
刻
す
る
一
切
の
附
級
、
附
山
川
、
枇
合
集
倒
が
人
民
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

「
社
合
主
義
控
設
州
仰
い
に
お
い
て
は
、
…
切
の
枇
A
M
H

主
義
建
設
に
参
加
す
る
防

級
、
附
以
川
、
枇
ん
M
H

化
対
闘
が
人
民
で
あ
り
、
枇
合
主
義
革
命
に
反
抗
し
、
社
脅
主

義
政
投
KA一
政
似
し
、
紋
接
す
る
枇
A
W
勢
力
と
社
常
集
閣
は
そ
の
散
で
あ
る
、
と
。

一民に

3
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
去
一
世
良
一
針
日
本
清
問
主
義
的
策
略
い
と
九
一
一
一

江
、
年
〉
の
小
じ
、
坊
働
者
、
佳
代
、
都
市
小
資
産
階
級
の
漣
九
日
政
府
「
工
農
民

主
共
和
問
い
が
、
「
人
民
共
和
闘
い
に
移
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

一
部
分
が
あ
る
。
そ
よ
で
は
、
勺
人
民
共
和
協
い
と
は
、
つ
L
人
・
能
、
民
淀
川
M
A
i
r
共

和
閥
的
ぷ
本
大
衆
ハ
中
川
町
〉
人
民
共
和
問
州
政
府
以
工
農
協
主
模
、
問
時
容
約
其

他
反
M
W
問
主
義
反
対
山
町
一
勢
力
的
関
税
い
つ
ま
り
、
そ
れ
は
的
機
者
・

農
民
・
小
プ
ル
グ
ョ
ア
チ
i
及
び
そ
の
他
の
捜
級
中
の
民
族
革
命
に
参
加
す
る

分
子
の
連
合
政
府
で
あ
る
、
と
設
拐
し
て
い
る
。

中
協
の
人
民
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
何
に
箆
迫
さ
す
れ
て
い
る
の
か
、
と

い
う
間
い
に
努
L
て
、
ニ
の
よ
う
に
、
一
激
味
方
を
般
附
加
す
る
関
係
で
設
現
し
よ

う
と
す
る
毛
揮
東
の
考
え
は
、
更
に
そ
れ
を
原
型
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
れ

ば
よ
り
現
礁
に
な
る
。
部
ち
、
毛
淳
東
が
議
員
と
し
て
最
初
に
書
い
た
論
文
、

そ
し
て
そ
れ
が
理
論
指
導
的
議
員
の
出
禁
と
な
り
、
問
一
時
に
後
の
そ
の
後
の
革

命
運
動
理
論
の
基
礎
と
な
っ
た
「
中
関
就
舎
の
階
級
分
析
」
(
一
九
二
六
年
〉

で
あ
る
9

そ
れ
に
よ
る
と
、
中
関
一
社
脅
に
は
五
階
級
が
あ
り
た
、
最
右
翼
が
第
一
一

の
「
地
主
と
貿
鮮
の
階
級
?
}
、
一
こ
れ
は
帝
盟
主
義
と
封
建
勢
力
の
野
合
形
態
で
、

中
鶴
社
脅
J
Z
h
T強
民
地
学
封
建
と
し
て
性
格
づ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

箆
迫
を
集
中
的
全
面
的
に
う
け
る
も
の
が
第
五
の
最
た
翼
「
産
業
。
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
と
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ハ
露
出
版
と
で
あ
る
。
中
間
に
第
二
の
民

族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
ミ
第
一
三
の
都
市
小
プ
ル
ジ
3

ア
ジ
i
、
第
四
の
、
政
一
村
学

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
〈
自
然
小
作
農
〉
が
な
ら
ぷ
。
さ
て
'
中
間
関
政
禽
に
生
き
る

人
間
の
大
多
数
を
し
め
て
い
る
の
は
第
一
回
の
農
村
牢
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
i
ト
と
第

五
の
プ
戸
レ
タ
リ
ア
i
L
Y

で
あ
る
Q

授
ら
は
同
一
じ
地
主
一
貫
燐
階
級
一
に
支
配
さ
れ

枚
挙
守
さ
れ
て
い
る
む
後
ら
は
こ
の
階
級
制
度
を
倒
さ
な
い

ぃ
。
こ
の
大
多
数
の
中
間
人
当

が
「
激
」
で
あ
り
、
第
一
…

よ
っ
て
、
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、令、必寸
'
7へて伊

治
二
出
向
j
h

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
む

い
う
ま
で
も
な
く
、



こ
の
よ
う
に
、
勺
人
民
い
と
い
う
こ
と
ば
は
、
時
間
的
空
間
的
な
…
定
の
制

約
の
な
か
で
、
民
族
性
と
間
級
性
と
い
う
強
烈
な
ラ
イ
ト
の
照
射
下
で
と
ら
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
民
族
統
一
戦
線
と
し
て
た

L

か

わ

れ

た

中

間

不

命

の

れ

本

原

町

も

そ

の

い

え

よ

よ
ノ
ー

二
〉
、
r
ミ
ル
吋
八
三
J
ト
!
'
b
f
d
、
主
J

ふり
i
Jれ
1

h

J

I

L

町

、

げ

f
f
)
1勺
f
t
i
ど

同

M
r
v
ふ
半
、
必
れ

氏
に
、
次
の
よ
う
な

こ

J
b
γ
1
T
L

、、、¥ノ、ノ
J

館
ハ
ヨ
プ
μ
忠
之
〈
叶
、
れ
ん
が
、
中
附
に
お
い
て
、
そ
の
「
人
民
い
概
念
、
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
よ
う
江
、
何
ら
か
の
誌
味
に
お
い
て
、
ハ
階
川
崎
的
な
山
間
係
瓶
念
と

し
て
成
な
す
る
と
こ
ろ
の
i
引
出
者
比
〉
「
公
」
i

「
私
」
の
二
元
的
カ
テ

ゴ
リ
ー
身
内
に
は
ら
ん
、
ど
っ
市
民
い
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
た
も
ち
ろ
ん

山
氏
と
し
て
で
も
な
く
、
つ
ね
に
際
、
迫
に
約
す
る
一
祇
抗
、
抑
踏
に
針
す
る

被
抑
略
者
の
法
併
と
い
う
形
で
成
立
す
る
根
撲
は
、
も
と
よ
り
こ
こ
(
白

色
勢
力
等
々
の
外
的
出
力
に
関
す
る
倒
争
の
中
で
共
通
の
科
官
討
を
も
つ
こ

と
l

同
)
に
あ
一
る
り
そ
l
て
、
つ
け
加
え
れ
ば
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

こ
の
「
人
民
レ
概
念
は
、
や
、
が
て
よ
り
肢
く
全
位
界
の
一
被
抑
際
民
族
、
一
被

抑
係
者
と
の
辿
的
へ
と
描
が
っ
て
行
く
O
L
Q
モ
押
印
東
思
想
の
影
成
と
そ

〉
年
土
庁
1
一
¥
1
1
1
H
J
円

1
j
J
M
行
ハ
話
一

L
〕

¥
?
L
P
Q
4
J

バ
ν

ル
汗
パ
i
p
f占

f

J
叶
L

ι

れいペム
A
F

一J
j
J
J
ノ

J
ノ

.

Pト
L

考
え
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
、
中
間
に
お
け
る
人
印
刷
叡
念
あ
る
い
は
被
抑

路
北
の
法
的
観
念
が
、
民
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
形
態
ハ
抑
附
齢
者
に
削
到
す
る
抵
抗
日

戦
争
〉
を
泊
し
て
し
か
成
立
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
逆
説
的
に
な
る
が
、

多
く
の
不
卒
の
涼
国
も
あ
っ
た
。
壬
洋
東
の
一
ぢ
つ
よ
う
に
、
「
戦
争
が
農
民
を

き
た
え
る
」
〈
組
殺
を
も
、
切
り
規
律
の
あ
る
、
一
以
忠
誠
の
高
い
人
間
に
な
っ
て
い
く
)

〈
井
凶
山
の
開
雫
i

む
こ
と
が
一
一
問
、
っ
て
み
れ
ば
、
「
自
分
迭
の

住

む

村

や

山

の

こ

と

以

外

は

何

一

つ

ハ

A
-
ス
メ
ド
レ
ー
ウ
中

問
問
紅
京
は
前
進
す
る
《
お
な
械
的
容
赦
も
な
く
引
き
摺
り
込
ん
で
、
夜
一
も
燦
も
な

く
、
人
氏
側
概
念
、
ち
抵
抗
意
識
を
畳
間
一
さ
せ
た
と
い
う
側
面
も
、
結
果
的
に

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
悲
惨
一

我
わ
れ
よ

(
J

一
心
境
波
数
手
、
島
一
己
実
主

1
1
4
Kいに

1

f

t

一

1
2介
J
n
M
M
ぬ

HS

な
説
話
な
戦
宇
ム
ゲ
山
、

守
)
と
呼
ぶ
。
「
人
民
戦
争
は
ロ
ン
チ
ッ
ク
な
戦
争
で
は
な
い
c

う
た
が
い
も
な
く

人
民
戦
争
は
、
す
で
に
野
演
な
戦
争
と
い
う
も
の
の
本
質
を
、
い
っ
そ
う

野
綾
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
民
族
的
な
侵
略
の
ま
っ
た
だ
な
か
で
戦
わ
れ

る
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
か
た
ち
の
戦
闘
州
立
文
明
的
な
戦
争
の
い
わ
ゆ
る

戦
争
法
規
を
す
べ
て
践
一
樹
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
、
が
、
内
戦
と
結
び
つ
い

て
戦
わ
れ
る
と
き
に
は
、
人
民
戦
争
は
階
級
戦
の
様
抑
制
を
と
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
う
な
る
と
人
民
戦
一
手
は
、
い
ま
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
ど
ん
な

か
た
ち
の
戦
争
よ
り
も
熱
情
的
、
浅
酷
、
か
つ
個
人
的
に
な
る
。
(
j
・

ベ
ル
デ
ン
ウ
中
関
一
は
世
界
を
ゆ
る
が
す
b

一
一
一
五
五
頁
)

最
後
に
一
一
一
一
同
つ
け
加
え
る
と
、
「
人
民
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
「
関
民
」
と
い

う
こ
と
は
と
は
針
照
的
で
あ
る
。
「
人
民
」
の
範
轄
で
は
、
い
わ
ゆ
る
一
部
「
走

狗
集
鴎
」
等
が
決
し
て
同
列
に
お
い
て
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
と
は
反
封
に
、

ま
さ
に
中
華
氏
関
関
民
政
府
、
が
「
宮
翁
」
の
代
表
で
あ
っ
て
決
し
て
「
老
百

姓
」
を
代
表
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
黙
に
示
さ
れ
る
如
く
、
一
「
関
民
一
」

の
概
念
で
は
、
「
老
百
姓
E

一
が
経
訴
に
「
富
翁
」
と
向
列
に
お
い
て
考
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
「
関
誌
」
は
「
人
民
」
と
針
間
町
内
的
で
あ

る
と
い
う
よ
り
、
並
列
し
て
も
同
一
次
元
で
も
誇
れ
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
、
と

い
っ
た
方
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
。
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に
お
け
る
「
群
来
」
の



「
大
泉
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
一
足
は
、
そ
の
者

組
い
に
小
論
J

乞
牧
め
て
い
る
。
氏
の
日
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
大
衆
」
と
い

う
漢
語
は
民
内
訳
を
意
味
す
る
訴
と
し
て
合
く
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
事
実
、
ま
た

党一
h

山
の
「
マ
ハ

i
-
ビ
ク
シ
ュ
」
の
漢
語
詳
と
し
て
の
「
大
衆
」
は
「
多
数
の

間
仰
い
の
江
川
却
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
わ
が
閣
の
軍
記
物
に
見
え
る
「
大
栄
」

と
い
う
託
業
は
、
僧
似
の
問
問
介
に
お
け
る
、
今
日
の
言
葉
の
一
意
味
で
の
「
大

衆
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
一
一
一
黙
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、

(
じ
冗
瓦
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

寸
大
衆
」
と
い
う
こ
と
ば
ブ
て
の
も
の
は
、
権
か
に
[
ぼ
く
は
平
版
記
b

「
月
令
」

に
、
三
山
存
之
月
:
:
:
川
抜
大
京
i

二
百
円
久
之
月
:
:
:
現
起
土
功
務
大
衆
」
な
ど

と
あ
り
、
忠
利
子
い
一
や
一
¥
符
子
、
一
…
に
も
設
民
と
か
農
民
兵
の
一
意
味
で
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
「
大
衆
い
と
い
う
こ
と
、
ば
を
、
取
に
そ
れ
の
み
を
と
り
一
中
め
げ

て
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
佼
わ
れ
た
と
か
、
誰
が
使
い
は
じ
め
た
か
と
い
う
考
授
を

展
開
し
て
も
あ
ま
り
泣
殺
な
も
た
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
こ
と
、
ば
が
、
ど

の
川
代
に
、
と
う
い
う
開
制
り
中
で
、
ど
の
よ
う
な
概
念
を
も
っ
て
用
い
ら
れ

た
か
、
と
い
う
そ
の
品
川
県
合
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
よ
り
議
裂
な
こ
と

で
あ
る
。

川
叫
ん
仕
、
日
本
一
品
川
で
よ
〈
京
H

と
認
さ
れ
て
い
る
も
と
の
山
中
関
認
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
勺
川
町
取
し
及
ひ
っ
大
泉
L

で
あ
一
る
。
さ
て
二
の
「
大
衆
い
と
い
う
こ

二
よ
三
、
ノ

¥
C
上
、
担
h
h山
山
け

C
V
、
二
叶
J
九
H
r
h
ヶ
刀
工
科
n

コ
子
仰
〉
よ
る
で
t
r
J

C
j
i
v
ーし

J
L
v
j
h

ゑ

f
L
H
h
よ
汐
ロ
品
作
'
H
V
H
一
耳
目
け
る
山
主
一

j

L

U
♂

74μ

マデ
dul

い
解
料
な
し
て
い
ゐ
っ
人
/
げ
て
の
一
部
を
引
川
す
る
と
、

ーい
1

川
目
叶
ぞ
「
く
よ
¥
一
、
、
ー
寸
九
一
ゲ
L
之
三
川
く
A

ご

μ

ートヘ似て
1
1
五
官
刊
一

I
Z司
、
"
コ
ト
九

i

r
仰
い
い
イ
ノ
山
町
内
L
A
μ

百
点
ゲ
メ
ペ
メ
ぱ
引
い

1t
ル
w

jノ
ム
為
お
り
策
L

r

J

う
な
こ
と
ば
と
し
て
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な
レ
。

多
分
そ
れ
は
向
洋
の
小
説
等
、
が
飾
川
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
原
品
も
三
「
ゅ
の
一
2
2回
一
し
ハ
千
氏
、
下
層
階
級
)
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
上
流
踏
級
を
一
意
味
す
る
コ
7
0
5
2
2こ
に
資
す
る
諾
で
￥

本
来
階
級
性
を
も
っ
て
い
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、
や
や
武
臨
倒
的
援
測
を
す
れ
ば
1

五
回
前
後
あ
た
り
を
一
つ
の

境
自
と
し
て
、
そ
れ
以
前
と
は
、
階
級
一
意
識
を
も
っ
た
人
び
と
が
口
に

L
た
と

い
う
意
味
で
根
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

現
代
中
間
関
誌
の
「
群
衆
」
と
い
う
こ
と
ば
、
と
く
に
毛
淳
東
思
想
に
お
け
る

そ
れ
が
、
我
一
わ
れ
の
自
常
使
用
す
る
H

大
衆
文
事
H

と
か

μ
大
衆
作
家
H

な
ど

の
よ
人
楽
H

と
は
イ
メ
ー
ジ
が
ち
が
う
と
い
う
一
つ
の
根
援
は
こ
こ
に
あ
る
。

毛
淳
一
東
が
、
辺
首
し
け
れ
ば
苦
し
い
ほ
ど
依
接
せ
よ
」
ハ
「
必
須
注
意
経
済
工
作
」
〉

と
訴
え
た
「
大
衆
い
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
そ
の
根
誌
に
、
階
級
的
競
黙
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
階
級
分
析
を
加
え
た
上
で
の
観
念
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
と
ら
え
方
を
し
な
い
で
、
こ
の
「
大
衆
」
を
い
わ
ゆ
る
一

殻
大
家
的
な
、
ま
し
て
や
来
患
的
な
と
ら
え
方
で
済
ま
せ
る
と
、
「
大
衆
に
事

ぶ
」
と
か
「
大
衆
を
鼓
動
せ
よ
い
と
い
う
渡
想
を
全
く
内
容
を
異
に
し
た
と
こ

ろ
で
理
解
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
大
衆
の
中
か
ら
大
柴
の

中
へ
」
一
と
い
う
よ
う
な
テ
!
ゼ
も
、
誰
、
が
(
ど
の
よ
う
に
自
費
し
た
幹
部
な
り

知
識
分
子
が
)
、
ど
の
階
級
一
の
大
衆
の
中
へ
は
入
り
、
指
導
し
一
謬
ぶ
と
い
う
相

克
救
背
J

有
す
る
の
か
、
と
い
う
科
謬
的
分
析
が
前
提
に
さ
れ
な
け
れ
ば
一
、
無
責

任
な
行
動
家
の
尚
一
勤
行
捻
と
の
斑
別
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
，
詐
栄
一
い
と
い
う
認
を
、
「
貧
農
大
群
来
、
い
「
激
民
群
衆
、
」
「
失

「
小
資
産
階
級
群
衆
い
な
ど
と
使
ラ
。
同
じ
よ
う
な

が
あ
る
む
し
か
し
、
ふ
つ
う
「
慶
大
的
群
衆
」
と
い

そ
れ
は
ま
た
邸
「
革
命
的
階
級
い

「
中
鶴
一
位
脅
的
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級
的
的
勢
力
之
間
的
闘
争
」
(
「
新
民
主
主
義
論
い
〉
。
そ
れ
は
同
時
に
、
無
政

附
級
に
制
中
侍
さ
れ
る

1

人
民
大
衆
ん
で
あ
り
、

A
K
中
間
以
内
荻
の
的
%
以
上
を
占

ヘ
ノ
夕
、

J
1
γ
L
h
N
J
~

ベJ
十一!
J
M
一
片
¥
ザ
ヘ
J
'
h
f
J
U

、
。
子
ノ
ミ
吋
弘
一
一
H
h
出
ト
ノ
3
u
e
[
ム

H
v
d
L
K
(
J
A
H
ト/ぇ

山
間
革
命
に
お
い
て
町
民
な
役
訓
を
探
っ
た
こ
の
段
民
大
柴
を
、
沼
津
東
は

初
期
の
段
附
℃
兵
一
の
よ
う
に
分
析
!
て
い
ゐ
け
川
w
地
主
・
宿
山
伐
〈
八
七
械
の

m

u
v
d
)

、
∞
小
段
〈
泊
先
〉
、
同
社
役
ハ
赤
沈
却
が
去
一
丘
町
山

5
1
n
湖
南
投
民
述

川
山

2
と
え
は
代
二
i

一
色
し
:
二
ド
ド
J
o
h
Jつ
に
ー
〉
ご
ゴ
ニ
c
t
j
A
7，旬、ヱゴー
l
U
N
さ

¥
P
L

-mvJJィ
ザ
k
t
f
r
i
L
、
-
ノ
一
一
i
f
¥

ベ
i
d
i
-
-
J
V
F

↓々
J
t
仁
ベ
λ

中小
H
Fふ
や
間
約
化
怒
i

f

一J
ノ

…
一
一
…
二
年
〉
で
は
、
川
地
主
、
開
市
民
、
∞
小
山
沢
、
川
W
計
良
、

ω工
人
ハ
回
開
設
〉

L
L
L
[
/
て
、

3
0
ペ
ieβ

、
L
J
j
f
J比二日

/
C
、
〉
心
〉
、
t
バ
リ

d
k
i

コ
¥
J
戸
川
こ
い
ぬ
、

L
乙
/
/
上
川

y
-
1
1
ν
L
/吐
色
、
ィ

J
I
L
I
A
-
/
え
日
却
し
ノ
ハ
ト
，

L
V
L
Y
Q
《
μ
J
H
H
3
4
u
fノ
J
R
1
f
、
身
ず
し

て
は
、
そ
の
出
に
、
…
i

ぷ
行
、
は
民
投
〈
郷
村
知
産
者
〉
と
郷
村
遊
民
無
注
者
を

合
め
て
¥
パ
う
い
、
と
あ
り
、
ぺ
次
八
日
以
郷
村
の
小
川
十
無
夜
間
般
を
指
す
:
一
、
と
あ
る

の
で
内
科
は
八
千
人
同
じ
で
あ
る
υ

た
に
作
)
訴
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
k
A

で
山
一
川
う
無

距
附
級
と
は
、
財
し
点
J
T
J

ど
ん
な
い
点
、
'
山
ち
然
資
産
の
訟
で
あ
っ
て
、
生
産
制

係
に
お
い
て
と
わ
え
た
と
γ

ア
つ
の
間
級
分
析
で
な
か
っ
た
。

L
か
し
、
と
も
あ

れ
前
記
の
(
中
間
此
什
存
的
知
的
分
析
」
を
出
議
黙
に
し
て
、
「
削
側
於
糾
正
常
一

，1
hソ
怯
一
什
け
は
ヘ

11JM川
、
で
「
パ

L
二
L
1
i
、勺巴いい叫
M
1
1
λ
u
t
p
ミ
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L
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f
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ハ
勺
L
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長
再
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μ
間いサハ…

j
'
n
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制
仰
い
い
μ

J

L

f

:

ブ
三

A

J

、「
I

W
戸
L
K
A
H
J

い
wツ
に
¥
仁
二
h
s
h

叩

¥
4
L
t
L
三
J

、
r
r
d
]
f
-い
で
ニ
ト
モ
交

ノ
ノ
i
L
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E
4
4
F
I
E
-
4
J
/
レノ、

hcf
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i

L
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L
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干潟ドトミ
i

ごごま

論
ん
(
一
九
円
。
年
〉
、
三
川
紳
介
政
府
一
ハ
一
九
四
五
年
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

次
第
に
先
般
抗
さ
れ
た
防
総
分
析
へ
と
辿
る
こ
と
が
で
き
る
む
こ
れ
を
一
裂
す
る
に
、

第
一
次
関
内
不
命
牧
市
わ
段
以
山
で
は
、
一
昨
お
…
米
ビ
ツ
訟
」
に
し
か
す
ぎ
な
か

っ
た
宅
津
市
れ
の
附
内
政
胤
八
之
酬
は
、
第
二
次
関
内
訳
t

命
戦
♂
手
段
簡
に
主
っ
て
、
生
即

応
悼
式
J
T
M，
出
に
い
引
え
た
一
ハ
竹
町
一
日
的
な
ぺ
刀
析
へ
と
選
民
(
て
お
り
、
抗
日
殺
の
段

階
に
な
る
と
史
一
に
お
慌
に
な
っ
て
ゆ
く

y九
l

堀
…
誠
一
…
氏
の
，
一
一
一
弘
架
合
計
十
り
れ
ば
、

「
防
総
…
仰
い
ハ
ゲ
に
つ
い
て
は
、
持
取
樹
係
、
と
く
に
静
働
力
の
一
搾
忠
を
中

心
と
L
て
、
会
開
紛
の
内
山
代
一
い
を
詳
'
料
、
的
誌
に
つ
か
ん
で
お
り
、
入
斗
一
際
線

を
館
一
系
的
し
た
離
で
入
品
く

(
「
中
間
近
代
史
研
究
序
説
レ
一
七
一
一
氏
V

浮
東
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
論
議
す
べ
き
な
の
で
、

次
の
機
脅
を
侠
ち
た
い
。
た
そ
こ
ふ
で
結
び
と
し
て
中
し
間
耐
え
た
い
こ
と
は
、

名
浮
東
思
想
の
狩
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
大
衆
路
線
な
り
大
衆
鼓
動
方
式
で
あ
る
、

と
い
う
場
合
、
少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
恕
賂
を
根
底
に
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
い
い
か
え
れ
ば
、
基
本
的
に
こ
の
よ
う
な

附
紘
一
分
析
に
装
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
唯
一
知
識
と
な
っ
て
い
る
匂

的

W

0) 

大
衆
」
叡
に
つ
い
て

以
上
は
「
人
民
」
と
い
う
こ
と
ば
を
補
完
し
、
て
が
か
り
に
し
つ

つ
、
階
級
分
析
を
主
軸
に
鋸
え
て
、
毛
揮
東
大
衆
路
線
思
想
を
採
っ
て
み
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
そ
れ
ら
は
極
め
て
大
雑
把
で
、
そ
の
一
部

を
も
解
明
し
た
と
は
-
…
…
一
日
え
な
い
。
な
お
多
く
の
資
料
分
析
や
孫
女
、
李
大
針
ら

と
の
比
較
も
行
っ
て
、
よ
り
精
確
な
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

不
十
分
な
が
ら
も
、
謀
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
方
向
で
理
解
し
、
説
明
で
き
る

と
思
う
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
、
き
て
、
若
干
税
黙
を
移
し
か
え
て
毛
揮
東
の
大
衆
離

を
眺
め
直
し
た
持
、
細
部
の
黙
で
や
や
判
然
と
し
な
い
も
の
が
残
る
。
そ
れ
は
、

毛
淳
東
の
大
栄
路
線
が
上
速
の
如
き
階
級
一
分
析
の
毅
黙
に
援
っ
て
立
っ
て
い
る

こ
と
は
蒸
本
的
に
正
し
い
と
認
め
な
が
ら
、
で
は
そ
の
一
つ
一
つ
の
階
級
、
な

か
ん
ず
く
最
良
迭
の
潜
怒
と
し
て
捉
え
た
「
遊
民
」
等
に
封
一
し
て
は
ど
う
許
償

し
ど
の
よ
う
に
統
一
戦
線
の
中
に
総
み
込
ん
で
い
く
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

完
全
に
設
拐
し
き
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

そ
も
そ
J

三
τ

ル
ク
ス
・
レ

l
f
一
γ

そ
の
生
誕
の
時
か
ら
一
貫
し
て



大
衆
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
て
、
常
に
彼
ら
の
利
金
を
表
現
し
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
場
合
の
大
衆
と
は
、
も
っ
と
も
先
進
的
な
大
索
、
つ
ま
り
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
火
山
米
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
ら
そ
こ
で
レ
i

ニ
ン
も
、
常
に
ま
ず

な
一
品
川
的
な
の
働
者
に
、
思
考
す
/
分
、
一
/
門
戸
シ
ク
リ
ア
i
ト
に
、
先
進
的
な
イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ャ
に
、
法
み
ム
H

十
一
三
三
ブ
夕
、
る
山
沢
氏
に
向
っ
て
呼
び
か
け
訴
え
て
い
る
む

と
い
う
の
も
、
一
此
ム
切
り
先
進
的
部
分
の
み
が
先
進
的
科
阜
の
携
い
手
た
り
う
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
間
ニ
ブ
て
が
「
恐
味
」
な
る
一
大
衆
、
的
ち
小
ブ
ル
ジ

ョ
ア
や
段
以
内
、
努
働
'4
引
の
も
っ
と
も
た
ち
お
く
れ
た
部
分
に
依
接
し
、
彼
ら
の

支
持
を
巧
み
に
利
別
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
明
艇
に
一
線
を
蜜
す
る
と
こ
ろ
な
の

で
あ
る
。

雑
か
に
J

心
開
京
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

i
一
一
ン
主
義
を
中
関
と
い
う
風
土
の
中

に
辿
切
に
肱
川
し
て
、
体
大
な
革
命
を
成
し
港
、
げ
る
上
で
重
要
な
「
抗
手
」
の

役
割
な
以
し
た
。
し
か
も
そ
の
際
、
良
川
内
M
m
t
浩
一
一
蹴
し
、
農
民
大
衆
に
依
捜
し

て
阿
っ
た
と
い
う
主
期
的
特
色
を
も
っ
。
そ
し
て
革
命
的
大
家
に
到
す
る
上
記

の
よ
う
な
限
引
は
、
立
誠
的
に
不
阪
に
と
り
入
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
お
く
れ
た
思

想
に
約
し
て
、
焔
正
す
る
お
じ
し
、
ば
し
ば
符
告
な
殺
し
指
導
し
て
い
る
。
多
く

の
一
斡
川
叫
ん
文
版
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
誤
っ
た
思
想
は
な
か
な
か
根
絶
し

恥
い
。
そ
れ
は
一
以
…
出
し
て
い
え
ば
、
そ
の
思
想
の
泌
床
(
M
m

済
装
結
〉
が
是
正

さ
れ
な
い
mm
り
、
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
性
絡
の
も
の
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ま
た
合
に
そ
れ
ら
ケ
ザ
克
服
す
る
千
段
伝
説
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
術
部
況
象
と
し
て
あ
る
。

そ
こ
で
出
芯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
例
え
ば
、
名
川
伊
東
の
「
思
い
き

っ
て
大
衆
な
お
ち
あ
が
ら
せ
る
い
と
い
う
テ
i
ゼ
が
賢
一
行
さ
れ
る
場
合
、
そ
こ

に
は
必
ず
、
叶
大
衆
り
ど
の
一
部
分
JT
い
ぺ
ど
の
よ
う
に
い
と
い
う
…
定
の
枠
(
分

析

と

方

式

〉

、

つ

ま

り

、

そ

の

こ

と

に

よ

っ

て

、

(

ゆ

き

す

ぎ

〉

の

招

来

を

未

然

一

に

防

ぎ

、

過

ち

を
克
服
す
る
た
め
の
一
つ
棋
を
講
ず
る
こ
と
に
な
る
。
端
的
に
言
っ
て
、

大
東
議
動
方
式
は
、
少
な
く
と
も
大
衆
の
お
く
れ
た
部
分
、
ル
ン
ベ

γ
や
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
'
イ
ン
テ
リ
ム
乞
起
ち
+
の
が
ら
せ
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
も
し
こ
の
前

提
が
無
観
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
大
衆
の
起
ち
あ
が
り
は
、
幹
部
が
先
進
的
な

部
分
に
依
援
し
て
、
大
衆
を
次
第
に
総
鐙
と
し
て
起
ち
あ
が
ら
せ
る
も
の
で
は

な
く
な
り
、
自
然
費
生
的
な
暴
動
と
何
ら
み
わ
け
の
つ
か
な
い
も
の
に
化
し
て

し
ま
う
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
毛
津
東
一
の
統
一
戦
論
に
お
い
て
、
所
諮
「
一
敵
」

と
「
友
一
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
格
づ
け
な
り
勢
一
蕗
の
方
法
な
り
に
あ
る
程
度

見
蛍
は
つ
け
ら
れ
る
の
に
到
し
、
「
我
」
に
つ
い
て
は
、
「
貧
農
」
つ
腿
食
」
「
手

工
業
い
工
人
」
等
々
を
ど
う
箆
附
加
し
て
い
る
か
、
と
い
う
惑
で
必
ず
し
も
は
っ
き

り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
示
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
我
々
が
質
感
と
し
て
把
握

で
き
な
い
こ
と
に
一
班
の
責
め
が
あ
り
、
今
後
そ
れ
ら
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い

く
談
題
と
し
て
残
さ
れ
て
も
い
る
。
だ
が
一
部
そ
れ
ら
は
か
な
り
流
動
的
で
、

定
義
づ
け
た
に
し
て
も
、
現
質
的
に
は
か
な
り
な

V
Wが
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
Q

す
な
わ
ち
、
「
貧
農
一
」
と
「
緩
農
」
、
「
接
投
」
と
「
遊

民
」
或
い
は
「
手
工
人
ん
と
「
遊
民
い
と
の
境
日
一
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
に
な

っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
「
中
鱗
社
禽
名
鱈
較
的
分
析
」
に
お
け
る
「
謡
幾
」
の
定
義
一
は
こ氏f

A
内
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合
作
八
く
し
た
民
民
と
職
場
ι
仰
山
な
く
し
た
子
工
業
的
働
者
一
で
あ
り
、
人
類
の
生
前

で
肢
も
不
公
定
な
も
の
で
あ
る
よ
と
い
っ
て
い
て
、
重
な
る
部
分
、
が
出
て
く

る
リ
又
1

洲
白
山
氏
山
一
一
助
巧
誤
報
告
し
に
お
け
る
、
「
赤
貧
い
、
一
i
'

次
良
い
り
門

%
は
こ
う
で
あ
る
二
ー
八
七
然
託
だ
す
な
わ
ち
土
地
、
資
金
、
山
な
く
、
完
全
に
生

出
八
一
担
保
守
欠
い
、
外
一
J
J
M
(

除
に
な
る
か
、
労
働
者
に
な
る
か
、
或
い
は
乞
食

と
仕
る
ほ
か
な
い
も
の
一
が
お
仕
v

乍
知
山
内
す
な
わ
ち
い
く
ら
か
の
土
地
・
資
金

全
も
つ
が
、
く
い
ぶ
わ
が
多
く
、
牧
人
が
少
な
く
、
一
年
中
辛
苦
奔
走
し
て
す

ご
す
、
づ
小
工
工
人
h

円
相
良
(
小
作
ど
…
小
引
耕
決
い
等
、
が
次
投
。
い
し
か
も

出
口
す
べ
き
こ
と
は
、
「
此
稀
人
伝
羽
村
中
日
以
感
附
難
者
、
在
的
問
民
中
和
貧
良

、、

ぃ
路
上
川
一
…
治
史
的
地
位
い
と
パ
う
よ
う
に
、
こ
の
「
民
投
い
な
ど
が
山
庶
民
運
動

に
お
い
て
坑
認
な
位
百
古
山
め
と
い
る
の
で
あ
る
。

百
二
上
う
ぶ
こ
と
で
;
ド
ぷ
去
問
没
二
品

F
2
っト
F
仁
畏
託
、
「
ド
1
1
3
ご、

rha--、
‘

J

J

/
二、

-
J
L
J
ム

ノ

~
A
Y
V
J
札
γん
V
骨
川
〉

t
C
M
M

、/
A

h

ノ

J
二一

p

h

一
一
戸
/
正
寸

L

w

r
九
g
l
f
h

「
小
版
一
二
附
ト

〉ド主い引型H千r
口ご」「工h

、「ド
N司
刈
〉
向

f;
舟

jj11ti1主F¥了t刊二明;半工九コ
rJ:、
〉
:
ヒ
5汁j手?1!、
為
ち

3ο
芯川翠品学下付江K
司
志
、
ぷ
が
こ

ぴ、;出
F寸
v
i
h
l
U
Pド
J!)1'ii11/?
、f;h
乍
ムρ
μ
J
J
f
ハぷ以貯川円ハ比井什〉
J吋X
/
J
j
d
/

ご-、
;UV;!
，{ft1F13i》/
i
志，!、/

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
で
指
し
て
い
る
の
は
山
い
は
小
の
な
少
数
合
山
め
る
部
分
で
あ
る
。
下
限
畑
山
民
の

部
分
川
川
知
山
間
級
の
ん
U
h
J
Y
U一
必
っ
て
い
る

h
と
で
」
と
わ
り
」
が
し
て
あ
る
。

さ
て
次
の
ふ
火
山
川
、
一
九
三
三
年
一
月
、
工
農
紅
軍
事
校
政
治
部
が
川
市
集
献
刻

し
た
、
三
川
一
闘
い
は
ん
創
知
い
と
印
私
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
新
誕
日
〈
入
様
子
機
き
〈
一

九一一一二
e

二
・
十
一
・
ソ
ビ
ス
ト
区
新
常
白
人
法
手
総
き
と
し
て
中
央
結
合
議

で
決
議
さ
れ
た
)
刈
引
の
…
出
で
九
4
Q
J

〈
東
洋
文
法
・
陳
誠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

州
日
〉こり
パ
ン
ブ
ん
し
川
川
絞)M似2
か〉?占らり…は司は川いろいダつ?、な)こ)しと〆し)
J

が
か
よ
み
と
れ
る
の
引
で
」

と
に
》
か
山
く
こ
の
の
F

部
分
だ
け
ヴ
み
ペ
て
も
、
常
時
の
共
J

政
議
の
社
曾
階
級
一
の
分
析
と
そ

れ
ぞ
れ
に
泊
す
る
行
泣
い
か
一
日
際
然
で
あ
る
。
こ
の
規
約
を
す
ぐ
に
毛
浮
東
に

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
述
の
大
衆
観
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
と

し
て
一
つ
だ
け
提
起
す
れ
ば
、
「
作
坊
い
の
「
工
人
」
や

コ
宵
力
」
に
針
す
る
絶
大
な
信
組
が
、
そ
の
寛
大
す
ぎ
る
税
の
入
紫
、
修
件
の
項

か
ら
一
瞥
し
て
判
る
。
現
資
の
蕗
恕
に
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
緩
急
自
在
の
操

作
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ま
だ
、
こ
の
大
衆
納
税
が
翻
式
的
で
あ

り
、
分
析
と
態
別
が
機
仙
欲
的
す
ぎ
る
と
い
え
ば
、
錦
見
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

紙
艇
の
関
係
で
結
論
を
念
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

礁
か
y
h
J

沼
津
東
は
一
九
三
九
年
の
「
中
関
革
命
輿
中
関
共
産
議
一
ー
一
な
ど
で
は
、

見
事
に
完
撃
し
た
階
級
一
分
析
を
示
し
て
い
る
が
、
初
期
の
段
階
で
は
緩
め
て
不

十
分
で
、
一
九
二
三
年
に
書
い
た
「
北
京
政
獲
し
と
一
商
人
」
(
「
宅
揮
東
未
公
開
重

袈
資
料
」
中
央
公
論
、

mw
・
7
)
で
は
、
一
一
種
一
の
職
業
上
の
区
分
を
階
級
区
分

と
み
な
し
、
詩
人
つ
ま
り
民
族
ブ
ル
ジ
3

ア
ジ
ー
こ
そ
腐
民
革
命
の
第
一
の
携

い
手
だ
、
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
革
命
運
動
も
、
自
ら

「
革
命
是
暴
動
」
と
豪
語
す
る
如
く
、
流
阪
や
土
佐
、
と
臣
、
の
革
命
勢
力
と
の

け
じ
め
が
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
無
目
的
暴
動
と
、
目
的
と
手
段
を

も
っ
た
革
命
暴
動
と
の
紙
一
章
一
の
と
こ
ろ
で
指
導
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
モ
浮
東
思
想
の
装
設
を
な
す
大
衆
路
線
に
お
い
て
、
い
い
一
意
味
で
大
衆
信

仰
と
ま
で
評
復
さ
れ
る
経
針
的
な
大
衆
信
頼
に
は
、
し
か
し
そ
の
裏
に
は
い
く

つ
も
の
箔
繋
が
待
ち
受
け
て
い
て
、
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
で
行
動
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
危
険
、
か
伴
う
。
長
い
本
人
間
闘
争
の
中
で
上
述
の
如
、
き
、
大
栄
懇
話
に

お
け
る
弱
姑
は
一
般
克
服
λ
fれ
て
い
る
が
、
な
お
排
試
し
き
れ
な
い
疑
惑
が
移

る
む
そ
れ
は
ん
f
H
的
立
設
に
mm
わ
る
山
総
と
し
て
吏
に
日
記
求
し
て
み
な
け
れ
ば

よ
〔
ノ
よ
、
じ
「

J

L

h

¥

し
'
ス
・
三
ペ
ノ
J

、j
f
i
J
/
}し
v

f

w

J

ノ
司
ノ

J
ノ

v
ノ

士

山

/

に

¥

(大勝一
J

院
博
士
課
税
)
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